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保存版

　「
眼
瞼
下
垂
」と
は
、
文
字

通
り「
ま
ぶ
た
」が「
下
が
る
」

病
気
で
す
。
視
界
が
狭
く
な

っ
て
見
え
に
く
く
な
る
の
が

特
徴
。
下
垂
の
程
度
に
よ
っ

て
、
軽
度
、
中
等
度
、
強
度

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
原
因
は
、
上
ま
ぶ
た
を
上

げ
る
筋
肉（
上
眼
瞼
挙
筋
）の

力
が
弱
く
な
っ
た
り
、
そ
れ

に
付
着
す
る
上
眼
挙
筋
腱
膜

が
薄
く
な
っ
て
伸
び
て
し
ま

っ
た
り
、
は
が
れ
た
り
す
る

こ
と（
イ
ラ
ス
ト
＝
下
）。

　
症
状
は
、
物
が
見
え
づ
ら

い
ほ
か
に
も
、
眠
そ
う
に
見

え
る
、
肩
こ
り
や
頭
痛
、
眼

精
疲
労
、
慢
性
的
な
疲
れ
や

す
さ
…
な
ど
が
あ
り
ま
す

（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
＝
左
）。

先
天
性
と
後
天
性
の
違
い

　「
眼
瞼
下
垂
」は
、
先
天
性

の
も
の
と
後
天
性
の
も
の
が

ま
ぶ
た
が
下
が
る
病
気「
眼が
ん
け
ん
か
す
い

瞼
下
垂
」

視
野
が
狭
く
な
り
、
肩
こ
り
や
頭
痛
の
原
因
に
も
…

物
が
見
え
づ
ら
い
ほ
か
、眠
そ
う
に
見
え
る
、

眼
精
疲
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
る

　
眼
瞼
下
垂
の
手
術
は
、
保

険
適
応
で
す
。
費
用
は
３
割

負
担
の
方
で
、
片
目
２
万
４

０
０
０
円
（
両
目
４
万
８
０

０
０
円
）
程
度
。
手
術
は
日

帰
り
可
能
な
の
で
、
仕
事
で

忙
し
い
方
も
無
理
な
く
受
け

ら
れ
ま
す
ね
。

　
ま
ぶ
た
が
下
が
っ
て
き
て

物
が
見
え
に
く
い
症
状
の
ほ

か
、「
頭
痛
や
肩
こ
り
に
悩

ん
で
い
る
」「
夜
、
眠
れ
な

い
」「
疲
れ
や
す
い
」な
ど
の

不
定
愁
訴（
し
ゅ
う
そ
）が
あ

り
、「
も
し
か
し
て
私
の
不

調
は
、
眼
瞼
下
垂
が
原
因
か

も
し
れ
な
い
…
」
と
気
に
な

っ
て
い
る
方
。
一
人
で
悩
ま

ず
に
、
早
め
に
受
診
し
て
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

眼
瞼
下
垂
の
手
術
は
保
険
適
応

気
に
な
る
人
は
早
め
に
相
談
を

　「まぶたが下がってきて物が見えづらい」「いつも眠
たそうに見られる」─。これらの症状は、「眼瞼下垂」が
原因かもしれません。「中山眼科」の渡邊 敏之先生に、
眼瞼下垂の症状や治療法についてお話を伺いました。

　
眼
瞼
下
垂
の
治
療
は
、
ま

ぶ
た
を
上
げ
る
筋
肉
（
上
眼

瞼
挙
筋
）
を
修
復
す
る
手
術

が
中
心
で
す
。
所
要
時
間
は

治
療
に
も
よ
り
ま
す
が
両
目

で
１
時
間
程
度
。
局
所
麻
酔

で
、日
帰
り
手
術
可
能
で
す
。

治
療
方
法

　
二
重
ま
ぶ
た
の
ラ
イ
ン

（
一
重
の
方
は
二
重
ま
ぶ
た

に
な
り
ま
す
）
に
沿
っ
て
皮

膚
を
切
開
し
、
上
眼
瞼
挙
筋

の
修
復
を
行
い
ま
す
。

　
上
ま
ぶ
た
の
皮
膚
が
余
っ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
余

剰
皮
膚
を
切
除
し
て
あ
げ
る

だ
け
で
も
、「
肩
こ
り
が
あ

る
」「
頭
痛
が
す
る
」「
疲
れ

や
す
い
」「
不
眠
」な
ど
の
症

状
が
改
善
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
加
齢
性
眼
瞼
下
垂
の
場
合

は
、
余
剰
皮
膚
を
切
除
す
る

ほ
か
に
、
上
眼
瞼
挙
筋
と
付

着
部
の
瞼
板
を
結
び
直
す

「
挙
筋
前
転
法
」と
い
う
術
法

を
用
い
ま
す
。

　
こ
の
手
術
に
よ
り
、
ま
ぶ

た
が
上
が
り
や
す
く
な
り
、

見
え
に
く
か
っ
た
視
界
が
広

が
っ
て
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
）が
向
上
し
ま
す
。

　
傷
に
つ
い
て
心
配
す
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

２
、
３
カ
月
も
た
て
ば
、
ほ

と
ん
ど
分
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。
傷
跡
が
目
立
た
な
い
よ

う
に
、
二
重
の
ラ
イ
ン
に
沿

っ
て
行
い
ま
す
。

日
帰
り
手
術
が
可
能

日
帰
り
手
術
が
可
能

上
ま
ぶ
た
の
余
剰
な
皮
膚
を
切
除
す
る

だ
け
で
、
症
状
が
改
善
す
る
場
合
も
！

あ
り
ま
す
。

　
先
天
性
の
も
の
は
、
生
ま

れ
た
時
か
ら
ま
ぶ
た
が
下
が

っ
て
い
て
、
目
を
開
け
る
こ

と
が
困
難
な
状
態
。
視
機
能

が
異
常
な
場
合
を
除
き
、
赤

ち
ゃ
ん
の
う
ち
に
手
術
を
行

う
こ
と
は
ま
れ
で
、
症
状
の

程
度
を
見
な
が
ら
適
切
な
時

に
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
後
天
性
は
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
な
る
も
の
。
そ
の

原
因
の
多
く
は
加
齢
に
よ
る

も
の
で
す
（
加
齢
性
眼
瞼
下

垂
）。
ま
た
、
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
を
長
期
間
使
用
し
て

い
る
人
は
、
若
年
で
も
起
こ

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

「
眼
瞼
下
垂
」と
は
？

「
眼
瞼
下
垂
」と
は
？

【1】 ２０２０年１１月６日（金）

まゆげ

まつげ 眼球

上眼瞼挙筋腱膜

上眼瞼挙筋

▲中等度の下垂
（上まぶたで瞳孔の上縁が隠れる）

▲正常な目

▲強度の下垂
（上まぶたで瞳孔の半分以上が隠れる）

眼瞼下垂 チェックリスト
□頭痛がする
□慢性の肩こりがある
□慢性の腰痛がある
□おでこにシワがある（目を開ける時にまゆが上がる）
□眼精疲労がある
□不眠がある
□体が疲れやすい（慢性的にすっきりしない）
□コンタクトレンズを20年以上使っている
□40歳以上である

※チェックした項目が多いほど眼瞼下垂が疑われます

傷跡が目立たないように、二重の
ラインに沿って、手術を行います
（イラストはイメージ）

まゆげ

まつげ 眼球

上眼瞼挙筋腱膜

上眼瞼挙筋

おでこのシワ

肩こり
頭痛

疲れ

その他の治療その他の治療
★眼瞼内反
　「眼瞼内反」とは、いわゆる逆まつ
毛のこと。まつ毛が眼球側に向かっ
て生えている状態です（イラスト参
照）。まぶたやまつ毛が角膜を刺激す
ることにより、目の違和感・痛み・涙や目やにが出る、角膜潰
瘍（かいよう）などを生じます。まつ毛を抜きながら様子を見る
ことも可能ですが、症状が続く場合は手術が必要。手術でま
つ毛を前に立たせることで、症状を改善できます。上まぶたの
場合は二重まぶたにすると、まつ毛が立ちます。下まぶたも同
様の手術でまつ毛を立たせます。

▲眼瞼内反（逆まつ毛）

★眼瞼外反
　まぶたが外にめくれる病気。「あか
んべー」をしているような下まぶたに
なります（イラスト参照）。加齢によ
るまぶたのたるみや、顔面神経の障害などが原因。目を
閉じきれなくなったり涙が正常に流れなくなったりする
ことで、ドライアイを引き起こします。手術によってた
るんだ下まぶたを引き締めることによって、改善します。

★眼瞼痙攣

▲眼瞼外反

   「眼瞼痙攣」は目を閉じる筋肉〝眼輪筋〟が勝手に収縮・
緊張する病気。相対的に目が開きづらくなり、日常生活
に支障が出ることもあります。筋肉を弛緩（しかん）させる
作用のあるボトックスの局所注射による治療を行います。

※ PDFファイルの二次利用はご遠慮ください。
※色、画質は出力環境により変わります。
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